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ルートで攻めようという計画です。頼るものは、イタリア製十万分の一地図、 山の南側を写した写真絵はがき、 それと﹁一見簡単に見える﹂北東尾根は避けようという堅い意思、これだけでした。山 麓の平原まで登っていく 、霧がほん ひととき晴れました。 ﹁あっちの 、俺たちが登るやつと同じぐらい良い形してるな﹂と同行者その三がいつになく軽率なことを言 ましたが、ともかく我々は足を進め岩場の下にたどり着きました。 か 二〇分 見込んでいたところを五













いることに気付くこともありました。そうすると一行は後戻りして、今度はその三が説教壇 飛び梁に我々を連れててしまう、という具合でした。太陽が照り、残 たわずかな蒸気を乾かしていきます。岩の塔とガーゴイル 明るい赤色が、晴れた空の濃 青色にくっきり浮き立ちます すると突然、その三が横穴に登り込んでい かと思うと、はね上げ戸を通ってむこう側に出て、頂上 達 ました。 ﹁一杯食わされたな﹂と彼。まさにそ とおり、一マイルほどむこ













ではなくて、我々の想像力にたびたび現われる、名もない象徴的な山々です。 ﹁間違い山﹂ がユーモアの領域に属するなら、﹁想像山﹂は──我々が﹁想像﹂という言葉に十分注意深くあれば──詩の領域に属するでしょう。より物質的な実際のアルプスと同様、こうした山々に我々は容易 迷い込むことができます。そして我々のユーモア感覚──これは困難や屈辱に向き合う助けになることがよくありますが ─このユーモア感覚 、 ﹁想像山﹂への行き過ぎた冒険にも歯止めをかけてくれるのです。我々がある地点に、そこを越えると崇高は何か別のもの なってしまう、そういう地点に近づき ぎると、警告を発してくれるのです。
私は完全にホッブズの弟子というわけではありません。彼
の詩への不信 宗教 見るときの無慈悲に実際的な態度 人間性に対する暗い見方などを、私は持 い せん。 ﹁人は、そこにユーモア 全くない災難や下品を笑うことが往々にしてある﹂というホッブズの言葉
8には同意しますが︵登山家な
ら誰でもきっ 同意します︶ 彼のいう﹁ユーモア﹂とは何
なのか、災難はすべて泣いたり呪ったりすべきものと考えているのか、とやや疑問に思います。というのも実際、大部分のジョークは困難 災難に関することなのは明らかなのですから。そうしたジョークは、残酷にも我々に人間の限界を思い出させてくれます。我々のバランス感覚を保ち、ま このバランス感覚に表現を与えてくれる。ちょっと蹴つまづ たからといって自殺やら他殺やらを考え 私たちを、正気 戻してくれるのです。ユーモアはいわば詩という街のいかがわしい裏通りで、 ﹁災難や下品﹂ 残酷にも思 出させるジョークやパロディーに耐えられない詩は、悪 詩です。
ホッブズは、ザイルをつないで一緒に登るにはよい仲間と
はいえないで ょう。登山には、か り非実用主義的要素があり、これは彼の哲学に居場所を見いだせませんから。いっぽう詩の射程はだ ぶ広 。それから、午前二時 起きて、向こうずねに痣を、 顔に火ぶくれをつくり 落石 片耳 持っていかれ、嵐にずぶ濡 になりながら三マイルものモレーンを歩き、暗くなって山小屋にたどり着 てみ ば 床じゅ
四う、それからテーブルの上にもフランス山岳兵たちが寝っ転がっている、というスポーツにも、本質的に可笑しいものがあります。これすべて楽しみのため、と説明すると、精神分析医はちょ と特別な表情を ますし、普通の人はそこに何かジョークが隠れ と思 ます。ジョークではないと分かると、ジョークを加えろと言います。しか このジョークは、そこにはないジョークなので 。つ り、登山に伴うさまざまな苦痛 試練のひとつひ つは古典的ジョークを持ってい すが れを超越するジョーク、それがあれば我々の理解し難い情熱を部外者が受け入れてくれる、そんな超限レベルのジョークは存在しないので 。我々の登山を正当化するもの──そんなもの あればの話 が──そ は詩のなかにあるに違いありません。しかしイングランド人は詩よりユーモアを好む人種ですし、それに、もし我々が世界一 悪ふざけ屋を自負するなら、 ﹁でも一体なんで山に登るんでか﹂などというウブな質問は そもそもし い ょう。
ともかく、 登山に関する様々な、 別々の、 一つ一つのジョー


























してアルプス伝説にその名を残すでしょう。風変わり 懐古的な味わいが、 こうした逸話や呼び名には入りこみます。 人々がアルプスを歩き回り、二日にいっぺんは新登頂を果たした時代、そん 昔 ほろ苦く偲ぶものとなるのです。国境警備隊が厄介だけれど危険な存在ではなかった時代、男性の登山者が衿留めボタンなしでホテルに入る んて、ル・ブロン女史がスカートをはかずにツィナルに下 てくる 同様に考えられないことだった時代。
個人的逸話──その人の性格をあらわし、同時に我々自身


























ましょうか。我々は物理的に起こったことを報告するためだけに言葉を使うのではなく、外側の目では見えない経験を組み立てるのにも言葉を使います。はるか遠い地の﹁想像山﹂と、 ﹁間違い山﹂の残酷な現実との間 は、 華美な散文と水っぽい詩とで膨れた湿地帯があります︵ここに私 最後には戻らなければなりませんが︶ 。しかしある地点で、二本の山脈は繊細 雪の尾根につながっているのです。この尾根の真ん中で危なっかしく立ち止 っているの 、件のフランス人弁護士、殻に引 込んだカタツムリで永遠に名 とどめる とになった人 す。その近 にはＡ・Ｄ・ゴドレイ
23に率いられ
た一隊がいます。彼らもまた﹁間違い山﹂を経験し、さらに﹁想像山﹂ を見た人たちです。彼らは登山の苦痛も愉楽も知っている。彼らは経験が豊富 ぎて、自分が最も重き 置く感情を直接に表現しようとすることができないの す。
登山から得る深い満足感は、散文より詩でこそ表現したい
と我々の多くが感じるものです。詩のリズムのほうが記憶にのこるというのが理由のひとつでしょう。また詩的リズム
は、あのおなじみの美文調の湿地帯の飾り立てた冗漫さに陥ることなく、我々の感情を散文よりも少し高く持ち上げてくれます。そういう詩を書く がいかに難しいか、やっ みようとした人なら分かるでしょう。ジェイムズ ・ リーヴズ
24の ﹁山





最も控えめに描写しよう る詩でさえ危険があ ですリズムがどんどん走ってしまう、気分が盛り上がって真実味のない英雄詩になってしまう、ありがちな形容語句 手からぽろぽろはずれて、自分の位置がわからぬま 、すでに虚空に足を踏み出してしまっているのです。
ゴドレイのように優雅に逃れられるなら、私たちの大半が












う中心課題が未解決 まま残っています。さらに想像による書き物のもつ問題もあるでしょう。ワーズワースのシンプロン峠の詩行、シェリーのモンブラン、コールリッジの﹁夜明け前の賛歌﹂といった詩はみな、外側に見えるものをごまかしたりねじ曲げたりすることなく、想像力 よ 内側に見えるものを表現するこ に成功しています。ただこれらの詩は﹁山の詩﹂ではあっても﹁登山の ﹂ではありません。山の詩であれ登山 詩で れ、結局のと ろ純粋 描写詩 いうのは不可能な かもしれません。経験そ ものと こに













寒さと、氷河が凍てつくときの最後の鋭いピシッという音を思わせます。 それから想像力の点からいっても的確 語です。音はただ単に止まるの 、 それはもう一つの要素である浸食する静けさ よって消されるのです。
きらりと光る語句を選ぶ同様の能力は、現代の作家にも見
いだすことができます。 ドロシー ・ ピレイは、 デヴィルズ ・ キッ
チン
31の岩を ﹁滑らかだけれどぼろっと崩れるトフィーのよう﹂











葉ではありませんが、私が理解する 意味をより十分 説明したいと思い す。古代から、山岳の孤高さ、巨大さ、永続性は、 人知を超える力の存在を人間に考えさせてきました。滝や氷河の超人的力、山の森林の闇、小さな山 花 唐突な対照、雪と日光の全き相反。こうしたもの 人 魅了し、また恐怖させました。町や畑、草地や川といった普通の暮らのすべてを見渡せる高所に達する困難が、登山を人生そ ものの象徴にしています。人生は、困難 危険 思わぬ発見の瞬間 数々に満ち から
精神的現実にかかわる作家にとって、実際の物質のイメー
ジはつねに必要です。 ですから、 宗教的作家が山にそのイメー














































































れを無視す こと 、阿呆 楽園 暮らすようなものです。楽天的視点と時おり呼ばれるものを表現する類いの詩が、登山における実際の恥部──水ぶくれだとか、時おり襲う腹痛だとか、山小屋の汚臭だとか ─を無視するのは当然でしょう。作り事の宗教は作り事の世界にもとづいて想像化されるのです その世界では、ホッブズのいう﹁災難や下品﹂がべて超越されることはありません。超越的善が生 る材料
としてそれが扱われておらず、ただ単に無視されているだけなのですから。テニスンがモンテ・ローザを描く詩行
37でやっ
ているように、美しい細部を選ぶことは無害です。そうし選ばれたも はやはり根本的に真実であって、汚ない面からとられた現実的な細部に侵略されても完全に台無しに ることはありません。美しいものを扱 、それと同じように本質的に醜いものを扱わなくても、 詩は正直なものとなりえます。危険は、そうした 択が事実を曲げるものになると起こります。描かれる感情 世界もその詩は嘘にしてしまい、一つの宗教に落ち着いてしまう。この宗教は、現実 世界 あてはめることができな のですからタチ 悪い。
内的物証から判断するに、こういう感傷的詩を書く人が登



































































せん。しかしこれが彼の最後の言葉だと、そしておそらく彼の最後の思考だと、我々は知っている。このことこそが彼の言葉に特別な痛みを与えている です。 ﹁さらにいえば、私は一日じゅうひとり微笑んでいたと思う。 ﹂この言葉は詩ではありません。しかしこれにくらべたら山岳詩 非常に多くが馬鹿げて見えます。こ 言葉は感傷的で ない。感情が誇張されていないし置き違えられてもいないからです。それでも、こういう言葉が詩に現われたらどうしても誇大に感傷的になってしまう。あの大事故を前にして問わずには れい疑問にまず答えずして、その出来事を詩に用いる とはきません。 ﹁何の権利があっ あんなふ 自分の命を投げうつのか﹂と 優秀な登山家は、自分 山とルートをいったん決めれば、自らのすべ の技術と知識とを用いてあらゆる危険を最小化する、 これは認めるに も、一体何の権利
があってそもそも彼はその危険を冒すのか。
答えはあると思います。しかし、馴染みのアルプスの山々




を決めて楽しんだり ることではこの条件は満たせません。こういった例は、命の価値をまったく認めてい いと示すだけですから。危険に対置される何かがなければなら 。なにか適切なものが。それがあってはじめて、登山をする他のすべての理由も秤にのせることができ のです。犠牲は必要ではない、危険は にも物質的利益を生まない。しか それは何かを──精神の高揚だとかはっきりものが見える感覚だとか──危険を冒す理由の一部 なるものを生み す。 は残りの部分はといえば 自体が危険を冒す理由となです。人間は食べ物 掘り起こすため けに生きて るはない、家族や社会に忠誠 尽くすためだけに生まれたのではない、というこ を示すのです。より低いレベル ある命
そのものよりも高い価値を置くことのできる精神の状態がある、魂 状態がある、それを示すのです。
もっと単純な説明もあり得ます。命の価値を最も痛切に意







すが、 それを間違って同じものだと捉える必要はありません。登山を象徴として用いるなら、象徴と現実との区別をはっきりさせておきましょう。同時に、登山における災難も下品な部分も素直に認めて、 この象徴の力と範囲を保持しましょう。そうすることによって 我々の人生解釈が 感傷的な白昼夢ではなく、包括的で応用のきく哲学であ ことを確かにすことができるのです。我々がユーモア感覚を賢く使うなら、私的な感傷を公に見せびらかす恥ずかしさから──ゴドレイが免れたように──免れ ができます。それから、登山が我々の宗教的思考にさまざまな象徴を提供してく るとしても、やはり とは異なるということを思い出させ くれもするでしょう。 ﹃想像山案内﹄はボー
ル
40やクーリッジの本



















 Signatures (1932) を編み、 オーデンやスペンダーといっ
た新しい才能を紹介した。 また
Faber Book of M



















数々の登攀記 名作が生み出されたが、小説や詩というフィクション・ジャンルにおいて それに匹敵するものが出て なことが本講演からはうかがえる。
　　
アルパイン・クラブ会誌である
The Alpine Journal においても
詩の出番はほとんどない。クラブ創立以降二巻出版されていたPeaks, Passes, and G
laciers ︵一九五八年、一九六二年︶を引継








































. Irving (1877-1969) 
の詩一編
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efuge Félix Faure 。現在の名前は
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eld (1845- 1934) 。 英国の弁護士、 登山家、
作家。アルパイン ・ ジャーナル編集長 ︵























enneth Stephen (1859-1892) 。英国の詩人。
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all (1818-1889) 。アイルランド出身の政治家、 博物学者、
登山家。
 アルパイン・クラブ初代会長︵
1857-1860 ︶ 。
